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自治基本条例とまちづくり⑮

(市長の権限及び責務)
第‌�10条　市長は、市民の信託を受けた執行機関として、法に定めるところにより、愛西市を統轄し、愛西市を
代表します。
２‌�　市長は、法に定めるところにより、市議会への議
案の提出、予算の調製、市税の賦課徴収等の市の事
務を管理し、これを執行します。
第‌�11条　市長は、市民の代表として、広く市民の意
見を聴くとともに、自らの発言、決定及び行動に責
任を持って市政運営に当たり、前条に規定する権限
を公正かつ誠実に執行しなければなりません。
２‌�　市長は、その権限の行使に当たっては、自治の基
本的な考え方及び基本原則に基づき、常に市民の権
利を保障することを基本としなければなりません。
３‌�　市長は、毎年度、市政運営の方針を定め、これを
市民及び市議会への説明責任を果たすとともに、そ
の達成状況を報告しなければなりません。
第‌�12条　市長は、最少の経費で最大の効果を上げる
ことを柱として、持続可能な財政運営に努めなけれ
ばなりません。
２‌�　市長は、財政状況を市民に分かりやすく公表しな
ければなりません。

今回は、第10条～第12条（市長の権限及び責務）についてご紹介しま
す。まちづくりの主体は、市民、市議会、市長（行政）です。それぞれの権利
と責務を理解し合い、共に考え、まちづくりを進めていきましょう。

問　市民協働課　☎（55）7113

みんなで進めるまちづくり
まちづくりの主体である『市民』、『議
会』、『市長（行政）』それぞれの主な関
係を示すと下図のとおりとなります。

それぞれの権利と責務を理解し合い、共
に考え、行動できるようになることで、市
民の意向をさらに適切に反映した開かれた
市政運営が行われるようになることが期待
されます。
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